
令和6年度 小矢部市指導者育成事業第1弾
2025.1.28（火）19：00～20：30 小矢部市民交流プラザ 202会議室

子どものスポーツには笑顔を
～脱「スポハラ」からスポーツ・インテグリティまでを考える～

富山大学教育学部 体育・スポーツ領域
准教授 神野 賢治



１．スポーツ指導者が“配慮すべき”こと？

２．スポーツのインテグリティとは？

① スポーツ事故の予見と対策はできているか
② リスクマネジメント
③ 法的責任の所在
④ スポーツ事故の判例



スポーツ庁（2022）
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スポーツ庁（2022）
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https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1355.html

JSPOスポーツにおける暴力行為等相談件数



https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1355.html

JSPOスポーツにおける暴力行為等相談内容
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Ⅰ．危機管理体制の整備

「スポーツ事故」

＝ スポーツ活動をなす過程において、
突然、人や物に発生する損害

Ⅰ・スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



スポーツ事故の分類

スポーツ活動中の事故

①参加者自身による事故

②参加者同士による事故

③施設・道具による事故

④指導者の計画による事故

⑤参加者以外の第三者による事故

⑥参加者以外の第三者が被害者

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



スポーツ活動外の事故

○練習に向かう際の事故、試合に遠征する際の移動中
の事故
→ ex．マイクロバスからの転落事故

○合宿中ハイキングの事故
→ ex．鉄砲水事故など

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



・スポーツには危険が伴うことの十分な認識

・過去の経験、知識などから危険を予見

・いかにすれば事故の発生を防げるか、事故の被害を
小さくできるか具体的な方策を取る

スポーツを楽しむための積極的な安全対策

≒ 「 」…事故を予見し、回避する注意義務

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



安全確保のための6つの指針

１．スポーツルールを
教える

（安全指導） ２．絶対にケガをさせ
ない心構えをもった活
動計画の立案と実行

（安全管理）

安全性

５．地域の実情に
応じた安全指導マ
ニュアルを創り上

げる

３．危険を感じた
らすぐに安全対策
に立ち上がる

４．最悪を想定し、
活動の中止を
恐れない

６．保険に加入

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



「安全配慮義務」が焦点とされる判例

①人における安全配慮義務 （福岡高裁 H18.12.14）

高校2年生の相撲部員が練習中に熱中症となり、死亡

↓

体調不良をうかがわせる事情なし、練習時の気候は熱中症の
警戒レベルであったが、台風の影響により風が吹いていた。

各所にスポーツ飲料、水の配置あり、他の生徒は飲む

当時17歳の高校生であるため、自己判断による休息、水分補
給が可能と判断

↓

（結果）熱中症を発症したことに指導者の責任なし

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



②用具における安全配慮義務 （名古屋地裁 S63.12.5）

中学体育時、同級生の折れた竹刀の先が目に刺さり失明

↓

教師が練習開始前に、生徒の使用する竹刀の点検をさせ、異常
のないことを確認。

竹刀は自身で購入管理する学校方針であり、1年次に竹刀の構造
や危険性を説明。異常がある場合は申し出るように指導。

事故時、3年次であったことから、初心者とはいえない

↓

（結果）教師に過失なし

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



③施設における安全配慮義務 （福岡地裁小倉支部 S59.1.17）

高校野球部員の打球が、グラウンドにいた他クラブ部員に当たる

↓

狭いグラウンドで複数クラブの練習場所を確保する事情はある
が、野球部の練習のよる打球が再三にわたり他クラブの部員当
たっていた。

事故が発生する危険性が具体的にかつ容易に予見できたが、練
習時間や練習方法の調整等を怠ったと判断

↓

（結果）学校を運営する県の責任を認める

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



④プログラムにおける安全配慮義務 （福岡高裁 H１.2.27）

高校ラグビー部が社会人チームと練習試合中に負傷

↓

相手チームの技能、体力を考慮しつつ、高校生の技能、体力、体
調等にも注意できれば、両者に格段の差があった。

とりやめず、経験と技術が特に必要なﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（ﾌﾛﾝﾄﾛｰ）に経験
の浅い者を配置

↓

（結果）指導者の安全配慮義務違反を認めた

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



⑤天候判断における安全配慮義務 （最判 H18.3.13）

サッカー大会に参加していた高校生が落雷に遭い、両下肢機能
全廃などの重大な後遺障がいが残った。

遠雷であったため、試合を開始したが、落雷が一般的には天災と
して予測が困難と考えられることから、落雷事故についての予見
可能か否かが争点となった。

一審・二審は指導教諭の安全配慮義務を否定。

最高裁は毎年5件は発生し3人は死亡していること、事故当時
（平成8年）の文献には運動場にいて雷鳴が聞こえるときは遠くて
も直ちに屋内に避難すべきであるとの趣旨の記載が多かった。

↓

（結果）差戻後控訴審の末，指導教諭の安全配慮義務違反を認
め、約3億円の損害賠償が発生

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



２．スポーツ事故における法的責任

不幸にも、事故が発生したときに、誰がどのような法的
責任を負うのかを知っておくことは、肝要！

＜法的責任＞

刑事責任 ☛ 犯罪に該当。罰金、禁固刑、懲役刑

民事責任 ☛ 事故による損害について賠償請求される
（刑事手続きのように逮捕、拘留なし）

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



スポーツにおいて発生する主な刑事責任

◆ 暴行罪（刑法208条）
◆ 傷害罪（刑法204条）

◆ 強制わいせつ罪（刑法176条）
◆ 強姦罪（刑法177条）

◆ 業務上過失傷害罪（刑法211条）
◆ 業務上過失致死罪（刑法211条）

体罰 や しごき

セクハラ

事故によるケガ、
死亡

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



スポーツにおいて発生する主な民事責任

◆ 不法行為責任（民法第709条）
…故意または過失により事故が起きた場合の被害者

 に対する損害賠償責任

◆ 使用者責任（民法715条）

◆ 土地工作物責任（民法717条）

◆ 国家賠償責任（国家賠償法）

◆ 債務不履行責任（民法415条）

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



スポーツ事故において
スポーツ指導者が法的責任を負うとすれば、、

≪刑事責任≫

≪民事責任≫

業務上過失傷害罪、業務上過失致死罪

不法行為責任

過去の判例においては、民事責任が多く、
不法行為責任が成立するかどうかが問題と
なっている（“過失”の有無が争点！）。

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



“過失相殺”

“免責同意書”

☛ 被害者側にも落ち度（過失）があったときに、これ
を考慮して損害賠償額を減額する制度のことをいう。

☛ 法的には意味をなさない。事故の責任を回避しよ
うとしても無駄である！

予め一切の責任追及を放棄することは、責任を免責される側にあまりにも有
利であるため、「公序良俗（民法90条）」に違反し、無効とされる

スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任



２．スポーツと人権

スポーツ基本法（2011年8月施行）

“スポーツ権”
☛スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことができる
≒誰もが安心してスポーツを行うことができる環境を保障

体罰やセクハラなどをいかに根絶していくかが、
スポーツに関わるすべての者の重要課題

スポーツと人権



◆セクシャル・ハラスメント

男性スポーツ指導者による女子選手や女性指導
者への性的モラルの欠如。
☛相手を不快にさせる性的な言動により、スポーツや日常生活
環境を悪化させる

刑法上の強姦罪（刑法177条）、強制わいせつ罪（刑法176条）に該当

民事上は、性的自由ないし、性的自己決定権等の人格権を侵害するもの
として違法となり、不法行為に該当

スポーツ指導においては、①身体的接触が生じやすい、②厳しい
上下関係、③レギュラーや試合への代表選考
などの選手活動への実権を握っていることなどから、
セクシャル・ハラスメントが行われるバックグラウンドがあるといえる

スポーツと人権



◆倫理に関するガイドラインによるセクハラ防止

（公財）日本スポーツ協会は「倫理に関するガイドライン」を制定

当該団体の役・職員、監督、コーチ等の現場指導者および登録競技者に対
しては、広報・情報資料を通じて具体的な教育啓発活動を行うとともに、講
習会・研修会等においても周知徹底を図っていくこと。

各競技団体においても、このガイドラインに従い、
意識改革・啓発を行っている

スポーツと人権



◆暴力・体罰の禁止

× 日本の伝統であるかのような風潮
「指導」の大義名分のもとに安易に体罰が
用いられている

傷害罪（刑法204条）、暴行罪（刑法208条）、傷害致死罪（刑法204条）
、業務上過失致死罪（刑法205条）

脅迫罪（刑法222条）、強要罪（刑法233条）、監禁罪（刑法220条）が成
立する可能性もあり

体罰においては、愛情をもって行ったことや指導の一環といった
事情を考慮する余地なし。
民事上の損害賠償についても、同様に免責事由を考える余地は
ない。

スポーツと人権



スポーツ少年団改革プラン2022

（抜粋）
～「スポーツ少年団は、勝利至上主義を否定し、 ス
ポーツの本質である自発的な運動（遊び）から得られる
『楽しさ』を享受できる機会をジュニア・ ユース世代（※3
～18歳）に提供する」ことを提示し、～

スポーツは勝敗を競うものでもあり、スポーツにおいて勝利を
目指すことは否定されるものではありません。 また、子どもたち
が試合に勝つために活動することや、よりうまくなりたいといっ
た活動も含め、競技力向上の取組も否定されるものではありま
せん。しかしながら「勝利至上主義」は、勝つことのみを至上（この
上ないもの）として位置づける考え方であり、勝つためには子ど
もの発育発達を考慮しない過度な練習を課すこと や暴力・暴言
等の不適切な指導が容認されるといった様々な弊害をもたらす
ものです。



スポーツ界の動向（JSC：日本スポーツ振興センター）

JSC（2014）Australian Sports Commission 及び Oxford Research A/S（2010）を参考に作成  
【参考文献】Oxford Research A/S,2010. Examinaion on Threats to the Integrity of Sports

スポーツ・インテグリティ（Integrity）とは？

「インテグリティ」とは、
・高潔さ・品位
・完全な状態

スポーツにおける「インテグリティ」とは、
「スポーツが様々な脅威により欠けるところなく、価値ある高潔
な状態」



日本バレーボール協会
2023.3.24
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日本バレーボール協会
2023.3.24
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公益財団法人日本スポーツ協会／公益財団法人日本オリンピック委員会／
公益財団法人日本パラスポーツ協会／
公益財団法人日本中学校体育連盟／公益財団法人全国高等学校体育連盟／
一般社団法人大学スポーツ協会
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